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金融機関における意思決定支援システム
ConceptofDecisionSupportSYSteminBanking

金融機関での計算機の適用形態は,ひとつの転換期を迎えている｡これは最近の

経営環境の変化と従来システムに対する反省とによるものであり,最近のオフィス

オートメーションブームとも関連してし､る｡経営環境の悪化に伴い,計算機の利用

は省力化,効率化を目指すだけでなく,｢利益を生みだすシステム+の構築へと積極

的な利用法を模索しつつある｡

棺椀的に利益を生み出すシステムとは,｢個々の意思決定が適切に行なわれ,更に

各意思決定の連鎖が円滑に行なわれた結果として利益を生ずる｡+との考えのもと,

そのための環境を提供するシステムであると言うことができる｡

本論文では,意思決定連鎖の各段階で,共通して利用できる環境を提供する意思

決定支援システムの構想について述べる｡

u 緒 言

金融機関での計算機活用の歴史は,バッチ処理,オンライ

ン業務処理などによる大量データ処理の時代から,きめ細か
な顧客サービス,収益性重視の内部情報処理の時代へと質的

な充実度を高める方向にある｡特に最近は,OA(Office Au-

tomation)がi主目を集め,本部,営業店でのオフィスワークの

機械化が期待されている｡

本論文では,本部業務を対象にDSS(Decision Support

System:意思決定支援システム)の構想と,具体的なシステ

ムのイメージについて述べる｡

日 金融機関を取り巻く環境

2.1経営環境の変化

オイルショックを契機に拡大再生産の動きが鈍化し,経済

は低成長時代に移行しており,金融機関は経済高度成長時代

には予想もできなかった厳しい経営環〕竜に置かれている｡従

禾は取引拡大が利益の拡大を意味していたのに対し,利ぎや

の逆転現象,キャッシュ式卜【ドの普及による顧客の店頭離れ,

銀行間の没個性化,金融国際化の波,国債引受けによる資金

の固定化,一般顧客の高金利選好化,更にはアメリカの｢金

融革命+に代表される保険,証券,信用販売,郵便貯金など

との業界の垣根のあいまい化等々の難問題が大挙して押L寄

せている｡

このような背景のもとで計算機適用範囲は1),大量データ

処理による省力化,効率化ばかりでなく,新商品開発,収益

性重視の取引管理など,積極的に利益を生み出す業務へと広

がりを見せるものと考えられる｡

2.2 計算機適用の経∃障と反省

金融機関での業務機械化の歴史を表lに示す｡機械化のフ

ェーズⅠは,支店の後方事務処理や本部での給与計算などの

定型処理の合理化を目的としてスタートし,バッチ処理シス

テムとして実現された｡フェーズⅠⅠ,ⅠⅠⅠでは,オンラインシ

ステムが導入され,順次適用業務の拡大,統合化が実現され

てきた2)｡本部業務では,従来手作業で行なっていた事務を

単に機械化するだけでなく,経営計画の策定,業績管手堅,業

務推進活動などへの計算機の積極的な適用法を模索してきた｡
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表l 業務機械化の歴史の概要 金融機関ごとの業務機械化の歴史は

個々に異なるが,先進都市銀行を一例として示す｡

フェース 年 代 業務処理システム 本部 シ ス テ ム

フェーズⅠ

(バッチ処理シ 196l～

後方事務処≡哩の合玉里化･

省力化を日的としたバッ

ステム) チ処‡里システム

フェース'口

(科目別オンラ 1965-一

営業店事務処理の迅速化･

合理化を且的とした科目

別オンラインシステム

管理帳票をバッチで出力

インシステム) (いわゆる第l次オンライ

ンシステム)

フェーズⅠIl

1974～

CIF(顧客情報ファイル) 目的別にサブシステムご

を中心とL.営業店の業

務処‡里を顧客横断的に処

とのオンライン化

(総合オンライ

ンシステム)

王里する総合オンラインシ

ステム

(いわゆる第2次オンライ

ンシステム)

フェーズⅣ

1985～

業務処理システムとDSSを有機的に結合Lたトーク

(総合情報シ ルパンキングシステム

ステム) (いわゆる第3三欠オンラインシステム)

注:略言吾説明 DSS(Deois10n Support System)

この成果は,計算機利用業務の拡大として現われているか,

サブシステムごとに順二欠独立して開発されたことから,次の

ような問題も発生している｡

(1)データの統合利用が困難

データがサブシステムごとのプログラム対応に管理され,

複数の業務データを横断的に利用することができなし､｡

(2)システム機能の統合利用が困難

問い合せ処理システム,統計解析システム,最適化シミュ

レーションモデルなどが各々サブシステムごとに独立に開発

されているため,各システム単位にデータ利用が中断され,

意思決定のための思考の連続性が得られない｡
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図1 DSSの概念図 意思決定のために必要な機能(検索,加エ,‥

モデリング)を網羅したEXCEEDを一便って構築LたDSSのイメージを示す｡.
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(3)出力帳票の陳曙化

計算機出力帳票が膨大になり,出力帳票が当初考えていた

はど有効に利用されていない｡例えば,オフィスでは複数の

出力帳票を用いて新しい帳票を作成したり,再集計計算やグ

ラフ作成などを手作業で行なっている｡

(4)計算機部門の開発力低下

計算機部門に既存システムの維持管理を中心に作業負荷が

集中しており,エンドユーザ【へのサービスが時間的,量的

に限界に達している｡

8 DSSの構想

3.1 DSSへの期待

前述の積極的に利益を生み出すシステムとは何か｡これは

個々の令融機関によって異なり,環ゴ竜の変化とともに変わる

ものであるが,ひとつのアプローチとして二大のように考える

ことができるであろう｡

(1)経営活動によって利益を生み出すということは,個々の

意思決定が適切に行なわれ,複数の人間による意思決定の連

鎖が全体として円滑に行なわれたことの結果である｡

(2)各人の意思決定の過程は完甲りとすることが困難であI),

各人の経験度,熟練度,能力などにより異なる｡

(3)意思決定の連鎖は,情報の授受により行なわれる｡

したがって,各意思決定者が自分なりの使い方ができ,し

かも,銀行全体として情報の流れが円滑に行なえる環境を作

I)‡‾hすシステムを,ひとつの解答にすることができる3)｡

すなわち,意思決定連鎖の各段階で共通して利用でき,情

報利用が分断されないDSSか期待されていると言える｡この

システムは,オフィスのユーザー部門内で直接利用できるこ
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図2 EXCEEDの機能概念 データベースともいえるレコードファイルと帳票イメージを保存するキャビネットライブラリを中心に,加工.解析作図,

作表などが簡単に行なえるシステム構成である｡
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図3 業務処王里システムとDSSとの関連 中間の情報処理システムは,DSSに吸収することもできる｡

とがポイントとなる｡したがって,ユーザ【部門でも自由に

データの蓄積,再利用ができ,更に,利用者自身でシステム

機能の追加,修正することができる柔軟なシステム構成が必

要となる｡

図1に意思決定文授システムの概念図を示す｡

3.2 システムの構成

日立製作所は,従来の計算機適用の反省と,DSSへの期待

にこたえる基本システムとして,EXCEED4)(Executive Man-

agement Decision Support System)を開発した｡EXCEED

の機能概念を図2に示す｡EXCEEDはユーザーインタフェー

スとして,次の3点を提供している｡

(1)EXCEED基本コマンドの利用

(2)VOS3/APL(Virtualstor昭e Operating System3/A

ProgramIning Language)言語の直接利用

(3)ユ【サー設定コマンドの登録,利用〔(1)の複合化,又は

国甘

金融業務用応用コマンド

●ワンタッチコマンド

●定型計算処理コマンド

●銀行内標準
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●その他

プライベートコマンド

E

X
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E

E

D
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ン

ド
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(1),(2)の組合せ〕

金融機関でのDSSは,EXCEEDをベースに構築することが

できる｡従来の計算機帳票出力は,テーブルとしてEXCEED

キャビネットに保管することになり,再集計業務,グラフ作

成などに直積利用することが可能になる｡デ】タ処理のプロ

セスが定型化できる業務は,EXCEEDのユーザーインタフェ

ース(3)を用いて傾いやすいワンタッチコマンドやメニュ【選
択の形式にして行なうことが可能になる｡

EXCEEDをベースにしたDSSと業務処二哩オンラインシス

テムとの関係を図3に示す｡同図はデータの流れを中心に示

している｡銀行によっては中間の情報処声里用デⅥタベースは

設けず,直接EXCEEDのデ”タベースにすることもあろう｡

情報システムをもつか否かは,ユーザーごとのシステム開発

の歴史(プログラム鼠 データ量,ほか)や経営方;汁により異

なるであろう｡

EXCEEDデータベース

勤労情報･人事情報

営業店別業績情報
公

主要取引先情報

経理･財務予実算情報

他行情報,マクロ地域情報

顧客情報

私 ユーザー部門別

個人別

EXCE巨Dキャビネット

公 用 各種帳票類

各種帳票粒

ユーザー部門別
私

用 各種帳票頸

個人別

図4 金融業務用DSS

のイメージ 金融業務

用の応用コマンドを用意し,

多くのエンドユーザー向け

によりイ吏いやすくすること

ができる｡
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図5 ビジュアル化の表示例 表をワンタッチで図に変えて見ることが可能である｡

【】 本部業務における適用例

ある銀行の経首相喜淡コーナー担当調査役の行動を通して,

EXCEEDを使ったDSS(乃イメージを以下に示す｡その銀行

では図4に示すDSSが各課単位に自由に利用できる環境にな

っている｡経営相談コーナーでは,同図中のEXCEED公用デ

ータベースのほかに,部内用に顧客に関するデータベースや,
従来,バッチ出力していた基本帳票類をテーブル紫■■として蓄

相したEXCEEDの私用キャビネットをもっている｡

その銀行では一家庭電気品メーカーから経営相談を受け,依

根元の所長期経常計画に関する資料を受け取った｡担当調査

役は私用キャビネットから前回の長期計画に関するテーブル

を取り出し,今回提出された情報をテーブルに追加した｡今

回の計画が前回のそれに対して一律的に変更したものか,製

品の重点化を志向したものかを調べるため各種の計算を行な

い,両計画の違いをビジュアル化した｡その結果,今回の計

直iはアイロンとラジオに力を入れよう としていることが分か

った(,

そこで,公用デ【夕べースから業界全体の実績データを月吏

り出し,3年後の予i則を行ない計画の妥当性を検討した結果,

業界としては売れ行きの増加する見通しが言寄いことが分かっ

た｡全体の市場が増えない以上,同業他社に食い込む以外に

この計画を成功させるのは不可能と判断し,依頼元と対策を

練る必要があると考えた｡

担当調査役は次回依根元と打ち合わせるときすぐ使えるよ

うに,今回使ったテーブルと新旧計画案との違いが一目で分

かるグラフをそのままキャビネットに保存した｡

キャビネットには依頼元の梅秘情報を保有するため,自分

以外はだれも見ることができないようにセキュリティを設定

した｡そして,この判断結果を上長に報告するため,上長あ

てのメッセージをメールボックスに送り,次の仕事に取り寸卦

かった｡

図5にビジュアル化の表示例を,図6に予測結果のグラフ

表示例を示す｡

※) テーーブルとは,日常オフィスで使っている凹型表形式の帳票に当

たる｡
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図6 予測結果のグラフ表示例 実績値と予測値を,簡単に同一の図

上に表示することができる｡

切 結 言

本論文では,金融1幾関を取り巻く環J竜の変化と,従来シス

テムの反省から,｢利益を生み出すシステム+としてのDSS

の構想を示した｡

EXCEEDを利用することにより,経常の意思決定のための

思考過程に従い,思考の連続性を保ちながら,必要な情報の

検索,加工,作図,作表,モデリングなどが可能になった｡

今後金融機関に対して,EXCEEDの適用分野を拡大し,金

融機関の経営強化に寄与していきたいと考える｡
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